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表1   「子どもと表現」の授業内容






























































































































































































































































































































































































































4.   まとめと今後の課題
本研究では、「子どもと表現」の実践的授業を通し
て、受講者が領域の基盤となる考え方を得られたか、
どのような学びを得たのかを、到達目標の達成度か
ら調査することにより、授業改善の課題を探ることが
目的であった。調査から得られた受講者の姿は以下
のとおりである。
（1）到達目標に対する達成度は高い
調査の結果、受講者の授業の到達目標に対して
の達成度は高く、評定値2や1がほとんど無かったこ
とから、実践的授業の意義は伝わっていた。
（2）実践的授業を通して受講者が「子ども主体」で考
えるという変化がみられた。
（3）当初人前での発表を嫌がっていた受講者が、授
業を経て発表について工夫する姿がみられた。
（4）演習中、他者との共感を通じて積極的に学ぶ姿
がみられた。
（5）学習内容の成果を基に、今後の目標を再設定す
る姿がみられた。
次に、結果から見出すことのできた改善点は以下
のとおりである。
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（1）使用する文言の共通理解
到達目標に使用されている「理解」「感性」「横断
的」等、その言葉が示す意味について、共通理解の
機会を増やすことで、受講者の学びが深まるよう促し
ていく。
（2）子どもの発達に対する理解
授業実践で受講者が得た子ども理解は、自ら表現
する活動や、エピソ ドー紹介、子ども時代を振り返っ
ての感想であり、発達を理解したことにどのように繋
がっているか不明瞭であるため、子どもの姿を頻繁
に紹介するなどの改善を加えていく。
（3）対話を増やす
「表現を受け止める」「共感する」ことに達成感を獲
得した受講者が多い反面、共感できない場合を想定
した対応も必要であることがわかった。受講者同士
の対話を取り入れることが検討すべき点である。
実践的授業を通して得た受講者それぞれの課題
は、それが基盤となり、その先に続く保育内容の各科
目や教育実習等で発展的に学び続けていく原動力と
なると考える。現在「子どもと表現」は、オムニバス
授業を行っているが、音楽表現と造形表現を組みあ
わせた活動を最終回に取り入れるなど、受講者が幅
広く表現活動ができるように工夫することも今後の課題
としたい。
引用・参考文献
1） 樋口耕一（2014）：『社会調査のための計量テキ
スト分析―内容分析の継承と発展を目指して―』
ナカニシヤ出版　
2） 平田智久・小林紀子・砂上史子編（2010）：『最
新保育講座⑪保育内容「表現」』ミネルヴァ書
房，p. 7
3） 保育士養成課程等検討会（2017）：保育士養成
課程を構成する各教科目の目標及び教授内容に
ついて
 https://www.hoyokyo.or.jp/http:/www.
hoyokyo.or.jp/nursing_hyk/reference/29-3s2.
pdf （2020/1/5確認）
4） 保育教諭養成課程研究会（2017）：平成28年度
幼稚園教諭の養成課程のモデルカリキュラム
の開発に向けた調査研究―幼稚園教諭の資質
能力の視点から養成課程の質保証を考える―
 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
youchien/1385790.htm （2019/11/25確認）
5） 保育教諭養成課程研究会編（2017）：『幼稚園
教諭養成課程をどう構成するか～モデルカリ
キュラムに基づく提案～』萌文書林
6） 厚生労働省（2017）：『保育所保育指針』（平成
29年告示）
7） 文部科学省（2017）：『幼稚園教育要領（平成
29年告示）
8） 中川智之・橋本勇人・入江慶太・尾﨑公彦・
笹川拓也・大江由美・三宅美智子・重松孝治・
橋本彩子・岡正寛子・種村暁也（2018）：幼稚
園教諭養成課程における「領域に関する専門的
事項」に求められる授業内容に関する一考察―
保育内容領域「人間関係」及び「環境」のモデ
ルカリキュラムを手がかりとして― 川崎医療短
期大学紀要38　pp. 63‒69
9） 劉麟玉・宮下俊也・宇田秀士・横山真貴（2018）：
教員養成における幼稚園5領域科目の内容構
成（5）―「表現」に関わる教育内容研究知見に
依拠して― 次世代教員養成センター研究紀要
4　pp. 259‒265
10） 山野てるひ・岡林典子・ガハプカ奈美（2010）：
音楽と造形の総合的な表現教育の展開―保育
内容指導法（表現）の授業における「音環境を描
く」試みから― 京都女子大学発達教育学部紀
要第06号　pp. 47‒59
付記
本稿の執筆において、研究代表者の三好は1、
2、3‒1、3‒2‒1（1）（3）、3‒2‒2（1）、4および全体
の調整を担当し、共同研究者である渡邊は2‒1（1）、
3‒1、3‒2KHCoderによる 分 析、3‒2‒1（2）（3）、
3‒2‒2（2）（3）を担当した。
三好　優美子　　　渡邊　洋
東京女子体育大学・東京女子体育短期大学紀要　第55号　2020 125
資料1 　アンケート用紙
126 三好　優美子　　　渡邊　洋
東京女子体育大学・東京女子体育短期大学紀要　第55号　2020 127
128 三好　優美子　　　渡邊　洋
